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 三番目の問い、「聖使徒パウェルは自分

が死を迎える前、何と書いているか」とい

う問いに移りましょう。ティモフェイ後書

4章 6節には、「わたしは、すでに自身を犠

牲としてささげている」と書かれています。

ギリシャ語を文字

通り読めば、「私は

今、供え物として注

がれている」となり

ます。自分自身を注ぎ出

して、自分自身を神に献

げる贈り物としてはじめて、私たちも聖使

徒パウェルのように真の人間となるので

す。 

 聖使徒パウェルの言葉によって、「献げ

る」という言葉の意味が鮮明に理解できる

ようになります。つまり、真の献げものと

は、自分自身を献げるということであり、

献げものとは、すなわち自己献祭 self-

offeringなのです。私たちは自分の持って

いるものを神に献げるだけではなく、自分

自体を神に献げなければいけません。聖体

礼儀において私たちが献げるのは、パンと

ぶどう酒だけではありません。自分自身を

生きた供えものとして献げます。 

 しかし、この聖使徒パウェルの言葉は、

献げものについてより深い理解を示して

もいます。この言葉は私たち

に対して、致命者としての死

を選ぶべきであることを投げ

かけています。「わ

たしは、すでに自身

を犠牲としてささ

げている」、つまり自己献祭とは、犠牲です。

献げものが真の価値を得るためには、犠牲

を払い、損失を出さなければいけません。

預言者ダヴィド王が言うように、「わたし

は費用をかけずに燔祭をわたしの神、主に

ささげることはしない」(サムエル下

24:24)のです。神の母は神殿において我が

子を差し出しました。その時にシメオンが

彼女に投げかけた言葉を、今、この文脈に

おいて思い出してみましょう。シメオンは

彼女にこのように警告します。「あなた自
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身もつるぎで胸を刺し貫かれるでしょう」

(ルカ 2:35)。彼女がイイススの十字架のも

とにたたずんでいる時、この言葉は実現し

ます。十字架を担わずには、自己献祭はな

し得ません。 

 主日の早課ではこのように歌われます。

「十字架にてよろこびは全世界にのぞめ

り」。十字架によって、喜びが全世界へと及

びました。逆に言いますと十字架による以

外、喜びに至る道はありません。神現祭の

大聖水式において何が行われているのか、

考えてみましょう。まず、神が水を創造さ

れたことを讃美する祈祷が行われます。こ

の祈祷によって、感謝のうちに世界を神に

献げ返すのです。しかし、次に神現祭の聖

水式において決定的な時が訪れます。つま

り、「十字架」が水の中へ沈められるのです。 

 自己献祭のうちに、真の人間性が表され

ます。そして喜びに溢れ、自分の意志の働

きにより、それは表されます。しかし、私

たちは罪深い世界に生きているがために、

その罪深さを共有しているがために、自己

献祭には苦痛も伴われます。サーロフの聖

セラフィムはこのように言いました。「悲

しみのないところには、救いもない」。 

 葬儀屋の窓に、私はこのような看板を見

たことがあります。『十字架、あるいは栄冠

の注文を承ります』しかし、実際には二者

択一はあり得ません。どちらかがなければ、

もう一方もあり得ません。私たちは「あな

たのものを、あなたの賜物の中から」献げ

るのです。 

 ここで二つのポイントに気づきます。一

切は神から受けたものです。全ては賜物で

あり、無償の賜物です。私たちが神に献げ

ることができるのは、ただただ神が与えて

くださったからに過ぎません。再び預言者

ダヴィド王の言葉を引用したいと思いま

す。「しかしわれわれがこのように喜んで

ささげることができても、わたしは何者で

しょう。わたしの民は何でしょう。すべて

の物はあなたから出ます。われわれはあな

たから受けて、あなたにささげたのです」。

(歴代誌 29:14)これは、聖体礼儀のフレー

ズの元となる聖書の箇所です。 

 一切は神から受けたものです。そしてさ

らに言うと、ハリストスにおいて、ハリス

トスを通してのみ、私たちは献げることが

できます。聖体礼儀において、私たちは感

謝のうちに世界を神に献げ返します。これ

は、確かなことです。また、確かに私たち

は聖体礼儀において自分自身を献げます。

しかし根源的な話をしますと、私たちが神

に献げるのはハリストスなのです。私たち

の献げものとは、ハリストスの自己献祭で

す。もし、私たちの救い主であるハリスト

スが愛のうちに自己を献げる、ということ

がなかったのなら、私たちは一切の献げも

のができなかったことでしょう。イイス

ス・ハリストスは唯一の祭司であり、見え

ずして私たちと共におられるお方です。私

たちはそのお方を献げます。イイスス・ハ

リストスこそが司祷するお方であり、司祭

と会衆は一緒になって、ハリストスと共に

司祷する者なのです。 

 

 これまで見てきたとおり、リトゥルギヤ

とは共有された行為という意味です。この

概念にさらに深い意味を見出しましょう。

つまり、行為は私たち人間の間で分かち合

われるだけではなく、私たちがハリストス

と分かち合うものでもあるのです。リトゥ

ルギヤとはハリストスの行為であり、私た

ちはそこに参加します。実際、聖体礼儀の

執行とは共同執行 cooperation なのです。

このことは聖体礼儀の言葉において強調

されます。「父と子と聖神の国は崇め讃め

らる」という冒頭の讃美の言葉の前に、輔

祭が司祭に対して言う言葉があります。輔

祭は司祭に「主に礼拝を始める時が来た It 
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is time to begin the service to the 

Lord」と言います(※日本正教会訳は「主に

事を行ふ時至れり」です。)。これは、アメ

リカ正教会で公に認められた翻訳です。確

かに文法的にこのように訳すこともでき

ますが、これは第 118聖詠 126節の引用で

すから、「主が行われる時が来たIt is time 

for the Lord to act」と訳すこともでき

るでしょう。ヘブライ語聖書、あるいは七

十人訳聖書をベースにした旧約聖書を翻

訳する時、ほぼ全ての翻訳においてこのよ

うに訳されています。「行われる」とありま

すように、聖体礼儀は「言葉」だけではな

く、「行為」でもあります。ハリストスは「こ

のように言いなさい」ではなく、「このよう

に行いなさい」(ルカ 22:19)と私たちに命

じられました。 

 次に、聖体礼儀の行為とは、ただ単に私

たちの行為であるばかりでなく、主の行為

でもあります。「主が行われる時」なのです。

このことは、大聖入が行われる前、ヘルヴ

ィムの歌が歌われる間に祈られる司祭の

祈祷文において、再び強調されます。その

祈祷文とは、「爾は献ずる者と献ぜらるる

者」というものです。このフレーズは、800

年頃の聖体礼儀のテキストにおいて初め

て見られるものです。しかし、このフレー

ズ自体はさらに古いものです。アレクサン

ドリヤの聖キリルの名前が冠せられた聖

大木曜日の説教に、このフレーズは現れま

す。しかしこの説教は、史実としては 400

年 3 月 29 日に聖キリルの先駆者アレクサ

ンドリヤのフェオフィルによってなされ

たものです。このように一つのフレーズに

ついて、正確に年代を特定できるようなこ

とはめったにありません。「爾は献ずる者

と献ぜらるる者」、つまりハリストスは祭

司でありながら犠牲でもあります。献げる

者でありながら、献げものでもあります。

聖アウグスティンが言うように、「ハリス

トスは祭司であり、彼自身が献げる者であ

りながら、彼自身が献げられる者でもある」

のです。信経が唱えられる間、平和の接吻

が交わされる時、この真実は強調されます。

「ハリストスは我等の間に在り」と司祭が

言うと、もう一人の司祭は「誠
まこと

に在り、復
また

永
なが

く在らんとす」と返します。ハリストス

は見えざる祭司として、かけがえのない献

げる者として、私たちの間に存在されます。

もし私たちの教区の中で、この言葉を交わ

しながら全会衆で平和の接吻を行うこと

を復活させることができたのなら、有益な

ものとなるのではないでしょうか。 

 聖金口イオアンはこのように書いてい

ます。「ハリストスはおられる。初めの食卓

(＝機密の晩餐)を用意されたお方は、今こ

の食卓(＝聖体礼儀)を用意されるお方で

もある。というのも、献げる我々がハリス

トスのお体と血にすでになっている、とい

うよりもむしろ、ハリストスご自身にすで

になっているからである。私たちのために

十字架にかけられた、あのハリストスに

我々はなっているのである。」金口イオア

ンは続けます。「司祭は自分の舌を貸し、自

分の手を提供しているに過ぎない。そのた

め、あなたのために機密を行っている司祭

を見た時、司祭が機密を行っていると考え

てはいけない。そうではなく、ハリストス

が手を延ばされているのである。」ゲオル

ギイ・フロロスキー神父はこのように書い

ています。「ハリストスは教会において大

祭司として働いておられる。機密は常に同

一である。犠牲は一つであり、食卓は一つ

であり、祭司は同一の一人なのである。」こ

れが「爾の賜を、爾の諸僕より、・・・献り

て」というフレーズの隠された意味です。

文法上は私たちが「献りて」となりますが、

実際にはハリストスが献げているのです。
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小 樽 教 会 降 誕 祭 

 

 12月17日(日)、小樽教会にて降誕祭の聖

体礼儀が前倒しで行われました。すでに雪が

積もり、なかなか参祷がかなわなかった方も

おられましたが、イイススのご降誕を皆でお

祝いすることができました。 

 「聖神を受けたわたしたちはハリストスの

からだである。その意味では、今もハリスト

スの藉身(受肉)は今も続いている。」と後藤

神父から説教がありました。祝賀会は行いま

せんでしたが、婦人会の方々が参祷した方の

ために、お弁当やお菓子を用意してください

ました。準備等ありがとうございました。 

 

婦 人 会 だ よ り 

 

 12月６日(水)、降誕祭前の奉仕日に11名

の方が来て下さいました。聖堂の燭台を磨き、

床の蝋燭や汚れを取りながらお掃除しまし

た。また信徒会館の窓も拭いてもらいました。

寒い中のご奉仕感謝します。ありがとうござ

いました。     (パラスケワ中野良恵)

 

宣 教 リ モ ー ト 会 議 

 

 11月25日(土)、北海道ブロックの宣教リ

モート会議が行われました。札幌管轄からは

後藤神父の他、宣教委員のグリゴリイ森川兄

(札幌)、誦経者ステファン鈴木兄(小樽)、マ

トフェイ平井兄(苫小牧)が参加されました。 

今回は主に北海道ブロックで行われた宣

教会議の反省を行いました。キャンプだホ

イ！については、コロナ禍後初めてキャンプ

を開催できたのが良かった、また聖

歌研修会については、最近になって

聖歌隊に入った方が参加でき勉強

になった等、前向きな意見が多くみ

られました。 

 また、直近で行われる誦経者研

修会(札幌教会が会場で、企画も担当する)や、

拡大宣教会議(リモートでの参加も可能かど

うか模索する)、来年のキャンプだホイ！(場

所は十勝エコロジーパーク(音更町十勝川温

泉)、7月 31日(水)～8月 2日(金)の三日間

の日程を予定)についても話し合われました。 

 最後に今後話し合うべき議題が何点か挙

げられ、今後の課題となりました。
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聖 堂 の 暖 房 修 理 

 

 12月11日(月)、聖堂の暖房を修理いたし

ました。以前にも不凍液が漏れるという故障

があったばかりですが、今回はボイラーの中

の熱交換器という部品が故障してい

ることが分かりました。部品の交換、

内部の清掃、さらに不凍液を購入し、

154,000 円ほど費用がかかっていま

す。 

 なかなか業者の方の都合が合わず、

寒い中祈祷することとなり、信徒の方

にはご迷惑をおかけしました。また、

家庭用の暖房機をパルメン傳法執事長がご

自宅から持ってきてくださいました。感謝い

たします。 

 

1 月 19 日 は 神 現 祭 ！ 

 

主よ、爾は今日世界に現れ、爾の光は我等に

印
しる

されたり、我等爾を承
う

け認
みと

めて歌ふ、近づ

き難
がた

き光よ、爾来
きた

り、爾現れ給へり。 

(神現祭のコンダク) 

 

 1月19日に、正教会

は神現祭をお祝いし

ます。主イイススが前

駆イオアンから洗礼

を受けられたこと、ま

たその時父と子と聖

神が私たちに示され

たことを記念します。

神現祭では文字通り、

至聖三者である神が

現れたことを記憶す

るのです。 

 神現祭のテーマの

一つはもちろん、「水」

です。神現祭の聖体礼

儀後には、大聖水式が

行われます(通常、大聖水式は神現祭前日と

当日のみ行われます)。ただ、もう一つ大きな

テーマがあります。それが「光」です。レフ・

ジレ神父はこのように書いています。「古代

のギリシャでは神現祭は『光の祭日』と呼ば

れていた。神現祭は私たちに

清めという恵みだけではな

く、光照(光に照らされるこ

と、以前には洗礼自体が光照

と呼ばれていた)という恵み

をもたらす。降誕祭では、ハ

リストスの光は暗い夜に輝

く星でしかなかった。しかし、

神現祭では、ハリストスの光

は日の出の太陽のように輝

く。」 

 私達はこれまで暗闇と無

知と罪の中にいました。人知

れず心に闇を抱えて生きて

きました。しかし今、ハリス

トスの光が私たちに示され

ます。この光において、真実

と愛の中に生きようではありませんか！ 


